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CASE Study

①前半のクラス（OpenSTAGE活用・3名クラス）

一つの解答を全員で導き出す必要のあるクラ

スでOpenSTAGEを活用しました。

解答の作成にあたっては、各自が配布されたプ

リントに自分の分担分のみを記入することで（図1，
２）、自動的に画面上で合成され（図3）、一つの

解答が出来上がります。

既存のデジタルテレビを教室の前に設

置 し 、 パ ソ コ ン 画 面 （ OpenSTAGE ・

OpenNOTE）を映します。

■用途

筑波大学附属

桐が丘特別支援学校

教諭

白石 利夫氏

（Toshio Shiraishi）

肢体不自由のある生徒向け肢体不自由のある生徒向け
個別指導の授業を効率的に進行個別指導の授業を効率的に進行

Vol. 06［筑波大学附属桐が丘特別支援学校］

◆こちらの先生にお話を伺いました！

肢体不自由のある中学1年生の数学の

授業で、生徒の発表と協働学習で利用し

ました。

これまでは、車椅子の生徒が教室の前

に移動し、黒板に書くことが困難であった

為、“発表させる”ことがほとんどなく、個人

指導で授業を進めていました。

プリント資料に書き込めて、さらに生徒にも“書かせる”を実現。デジタルペンを用いた新たな教育ICTツール「OpenSTAGE」

と、生徒が自分の考えを“書く・説明・共有”し、先生は生徒の思考過程をひと目で確認できる「OpenNOTE」。実際に授業で

ご活用されている先生にお話を伺いました。（OpenNOTEは、OpenSTAGEの姉妹品です）

■活用方法

教室の前に設置

されたデジタルテ

レビにパソコン画

面を表示

新教育ICTツール「OpenNOTE」「OpenSTAGE」導入事例

自席からデジタ

ルペンでプリント

資料に書き込む

生徒達

パソコン画面に表

示される、生徒

の記入解答内容

をチェックする白

石先生

②後半のクラス（OpenNOTE活用・5名クラス）

前半のクラスとは異なり、各生徒が自力で1つ
の解答を導き出す授業でOpenNOTEを活用しま

した。

各自に配布されたプリント資料に解答を記入さ

せ、全員のプリント資料が表示された画面（図4）
を見ながら、ディスカッションしました。

授業風景

図1：A君の解答担当項目 図2：B君の解答担当項目 図3：みんなの考えを合わせて一つの解答に

合成した表示画面例

授業風景

A君が記入 B君が記入 図4：全員のプリント資料を表示

パソコン（デジタルテレビ）を使った授業の際は、生徒に無線マウスを持たせて解答させま

したが操作に慣れない為、生徒が使い方に困る場面がありました。また書画カメラを使って

生徒のプリント資料を映したこともありましたが、色の再現性が良くなく、生徒から見えづらい

との声もありました。

A君の記入内容 B君の記入内容

C君の記入内容 D君の記入内容

E君の記入内容

他のICT機器利用時の課題

B君の
記入内容

A君の
記入内容

A君のプリント資料

B君のプリント資料

※OpenSTAGEの分割記入⇒合成機能を活用。

（詳細は、裏面の「OpenSTAGE・OpenNOTE ここがポイント☆」を参照。）

各生徒にOpenSTAGE、またはOpenNOTE
用プリント資料とデジタルペンを渡し、自席

から書いて発表させました（書いた内容は

デジタルテレビにリアルタイム表示）。
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～生徒のメリット～

ノートを取るのが遅い生徒が多いので、

ノート取りをさせる部分を限定したプリント

資料を多用しています。また、これまでは

生徒が書いたことがリアルタイムに前に映

る経験がなく、個々の生徒がプリント資料

を元にバラバラに意見を述べていました。

■白石先生の感想 ～デジタルペンについて～

ペン型デバイスであるところも良いです。

無線マウスやキーボードだと学習形態が

変わり、慣れていないため扱いが困難です

が、“紙”と“ペン”なので生徒が使い方に

困らないところが良いです。また肢体不自

由のある生徒にとっては細いペンは持ちづ

らいので、自分でカスタマイズして厚みを

持たせたペンを作ってくる生徒もいます。

デジタルペンはある程度の太さを持ってい

るので、書きづらそうにしている生徒はいま

せんでした。

～既存ICTツールの利活用～

これまで、全教室に配備したデジタルテ

レビは、パソコン画面のモニター代わりとし

て、単にドキュメント閲覧用に使っていただ

けでしたが、OpenSTAGE・OpenNOTEで
利活用できる点も良いと思います。

OpenSTAGE・OpenNOTE

ここがポイント☆
先生も、生徒も、手元のプリント資料から板書（パソコン画面など）が可能！

板書スタイルに合わせて、OpenSTAGEとOpenNOTEを使い分けます。

～OpenSTAGEの活用例～

生徒A用プリント資料

自席から生徒

のプリント資料

にコメント書き

を行う白石先生

白石先生による

コメント記入例

（OpenNOTE活

用時・赤線が白

石先生による記

入）

～OpenNOTEの活用例～

生徒B用プリント資料 先生用プリント資料

生徒Aが記入 生徒Bが記入 先生が記入

生徒A・B、先生

がデジタルペン

で書いた内容を、

合わせてパソコ

ン画面に表示。

生徒A用プリント資料 生徒B用プリント資料

生徒Aが記入

図れ、かつ指導内容を生徒全員が共有で

きることもメリットだと考えています。

～先生のメリット～

個別指導がベースの授業は、通常の授

業と比べて時間を必要とする為、効率化を

図りたいと考えていました。

OpenSTAGE・OpenNOTEにより、机間巡

視することなくパソコン画面（デジタルテレ

ビ）から生徒全員の解答状況や理解の

ペースを測ることができ、さらに手元のプリ

ント資料から各生徒のプリント資料（画面）

に書き込めるので、授業進行の効率化が

OpenSTAGE・OpenNOTEを活用するこ

とで、これまで通り、車椅子に座ったままプ

リント資料に書くだけで、板書（教室前の

デジタルテレビにリアルタイム表示）もでき

る点が良いです。

これによって、生徒に時間を提供して自

分の考えをまとめて書かせ、全員の記入

内容を画面で共有しながら発言させること

ができます。“考えて説明させる”ツールと

して良いと思います。

また話を振らないと発表しない生徒もい

ますが、デジタルペンで書かせることで、

生徒全員に“発表”を常に意識させること

ができます。

生徒Aの名簿をチェック

（上書き対象を選択）

生徒A・Bのプリ

ント資料+デジタ

ルペンによる記

入内容を表示。

生徒Aのプリント

資料に、先生が

手元の資料から

上書きコメントし

たイメージ。

生徒A 生徒B

生徒A 生徒B

生徒Bが記入

※OpenNOTEの名簿用紙

機能を活用し、先生が生

徒の解答画面に上書きコ

メントすることが可能です。

先生が記入

先生用プリント資料


